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はじめに

　体系的な「敬語表現」の存在が、語族とかかわりなく、いわゆるアジア諸言語のほとんどの

言語の特質であるとよく言われる。日本語を始め、ジャワ語、朝鮮語韓国語、チベット語、

ベトナム語などがその例である（菊地1994：73－74）。敬語表現では、何よりもまず話者同士の

社会的階層、社会的地位の差、年齢の差、文化的な要素、相手との心的距離感などが反映され、

それぞれの言語において尊敬語、謙譲語、丁寧語などといった、様々な形で表現される。

　さて、いわゆるアジア諸言語と対照的に、インド・ヨーロッパ語族（lndo－European　Family

of　Languages）のほとんどの言語には、日本語と同様の組織化された敬語表現が存在してい

ないと思われる。ペルシア語は、日本語に似た体系的な敬語表現を有する言語であると言

えるにも拘らず、インド・ヨーロッパ語族の一部であるインド・イラン語派（lndo－lranian）に

属しているせいか、敬語に関する日本語の様々な文献で未だに「ペルシア語」の名をみたこ

とがない。

　イラシにおいては、体系的な敬語表現を有すると考えられるアジア諸言語の言語教育の

遅れωもあり、ペルシア語のこれらの表現は常に同じ言語語族のヨーロッパ諸言語と比較

対照されてきた。しかし、複雑かつ体系的な敬語表現を有する以上、ペルシア語の敬語表現

を語族と関係なく、同じような敬語表現を有する日本語のような言語と比較対照するのが

最も妥当であると考えられる。特に、日本語においては「日本語教育」「グローバル化に伴っ

た円滑なコミュニケーション∫ディスコース・ポライトネス（宇佐美1998）」「敬語回避（中村

20021157）」あるいは、日本社会の激しい変化に伴っ．た敬語表現の著しい最新の変化に関し
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て「敬語の民衆化」、そして最近の動向について冠2006年に、文化審議会の国語分科会から

「敬語の指針（報告案）」が提案される等、様々な角度から、敬語表現に関して非常に細かく研

究されてきている6

　しかし、ペルシア語においては、今日に至るまで包括的な研究が行われてがないのが実情

である。r現代ペルシア語の敬語」に関してなされてきた若干の研究を観察しても、し｝わゆ

る「尊敬表現」「謙譲表現」「丁寧表現」「美化表現」といった呼称でさえ一定しておらず、個々

の表現の呼称や性格付けすら研究により、様々である。「敬語表現」を含む「待遇表現」全体

に関しても様々な表現名（罵倒表現、尊大表現など）が未だに明確に一定していない。

　こうしたなかで、筆者は今日までなされてきたペルシア語の待遇表現に関する先行研究

を土台にし、非常に研究が発展した日本語のいわゆる「素材敬語」の構造を視野に入れ、ペル

シア語のそれを分析したい。

1敬語は日本語だけのものではない

　大野晋（1977：V）は「敬語は帽相手との社会的、心理的距離を調節する言語的手段である。

この意味では、敬語は世界中のすべての言語にあるはずの普遍的現象である。それがいか

にも日本語にしかない特殊な現象と見られることがあるのは、その言語的手段が言語表現

としてだけではなく、特定の社会的、心理的距離に対応する特定の言語形式が組織的に整備

されているからである」と述べているように、敬語表現は世界諸言語のいずれにも存在する

はずであるが、その表れ方が言語によって異なるのみであると思われる（2）。

　本来、日本語を軸に世界諸言語の敬語は大きく二種類に分けられるといわれる（南

1987：36）o

　①日本語型：日本語と同様に敬語が組織的に整備されて、特定の「言語形式」「特定の動

詞・人称代名詞」の形で表現されやものである。韓国語、ジャワ語などを始め東南アジアの

数多くの言語がこのグループに属していると考えられる。②非日本語型：これらの言語の

敬語は「言語形式」を有してもその数が非常に乏しく、敬語は主に「言語表現・表現形式」の形

で表れる。英語を含め、印欧諸言語のほとんどの言語はこのグループに属していると思わ

れる。ある言語の敬語表現が「日本語型」に属する指標となるのは、「特定の動詞・特定の人

称代名詞」と㍉・う言語形式であると思われる。例えば、「行く」という動詞を示す尊敬語の

「いらっしゃる、・お越しくださる・おみえになる等」や、その謙譲語として用いられる「伺う・

参る・参上する」はその例である。英語を含め≦ほとんどの印欧諸語の敬語にはこのような

特定の動詞が存在していないといえる。あるいは、人称代名詞に関しても、例えば、日本語
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型である日本語には一入称代名詞のみを考えても「わたくし・わたし・おれ・僕・拙者・小生・

うち」など様々なニュアンスを伝える人称代名詞が存在するが、このような特定なものは英

語などの印欧諸語には存在しない。本論では、ペルシア語の上述のような特定の動詞・人称

代名詞を中心に提供する。

　また、いわゆる「日本語型」の敬語を有する諸言語の敬語の特質に関して、「相対敬語と絶

対敬語」という分類がある。「ウチとソトの区別」が存在し、それに基き敬語の使用を決定す

る日本語のようなタイ．プを「相対敬語」と呼ぶ。他方、年齢、人間関係により敬語の使用が決

められる韓国・朝鮮語のようなタイプを「絶対敬語」と呼ぶ（南1987：53）。これらの敬語の特

質は、それぞれの社会システムから顕著：な影響を受けていると考えられる。本論の検討の

中心からはなれるため、例を用いて詳細な議論を展開することは不可能であるが、この二ρ

の分類に関してペルシア語は中立的な立場をみせることの一例を以下に簡潔に紹介する。

（1）　　bande（3）

　　奴隷・下僕・小生・わたくし

　　‘愚息・わが子・豚児’

（2）　qolam

　　奴隷；奴僕

　　奴隷の子供；愚息

zade　　（oo1，0曲）

～生まれの

zade　　（ooじ。晃）

～生まれの

　このような「相対敬語」的な例も存在する一方で、自分の両親や社長に尊敬語を用いるな

ど、「絶対敬語」的な敬語の使用も頻繁にみられる。本来ペルシア語では、話し相手の年齢は、

尊敬語を用いるべきかどうかという選択に顕著：な影響を与える。これは「自分より年配の

人柳を尊敬しなさい（社会地位・ウチとソト・見知らぬ人・知り合い等と関係なし）」という社

会的・文化的な教えによるものであると思われる（Jahangiri　1980：205）。

2　ペルシア語も日本語型か？

韓国語・ジャワ語と同じくペルシア語は、日本語型のグループの言語に属すると言えるに

も拘らず、日本語の様々な文献、代表的なものとして、宇佐美（1993：20－29）、菊地（1994：73）、南

（1977：9）、南（1987：31）、井上（1974：196－230）等においてペルシア語の位置づけを未だ見出す

ことはない⑳。

　上述の文献のいずれも、待遇表現・敬語表現に関する非常に詳レい文献であるといえる。
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しかし、ペルシア語についてこれらの文献で言及されていないのは、恐らく「ペルシア語も

日本語型」であるということが知られていないからであると考えられる。

　さて、敬語調査では、日本語のみの場合でも「地域性」が現われることが数多く報告されて

いる。二つの言語、あるいはそれ以上の言語の敬語を対照考察することにより、「国民性」

「異文化コミュニケーション」「言語教育」などをより良く把握することも可能であり、非常

．に重要である。その意味で、日本とイランの両国では、まだ知られていない「日本語とペル

シア語の敬語表現の対照研究」が一刻も早く様々な観点から行われるべき課題であると思

われる。

　先に敬語を有する言語の分類「日本一型・非日本語型、相対敬語・絶対敬語」をみてきた。

しかし事実、敬語を有する言語の敬語表現に関して別の種類の分類もある。例えば、辻村敏

樹（1977：64）は敬語表現を新たに犬きく次の二種類に分けている。

①素材敬語：尊敬語、謙譲語、美化語がこれにあたる。（もっぱら話題になっている人物や、

　話の材料になっているものごとにかかわる敬語である。本論文では紙面の都合により、

　個々の表現の定義なと詳細を省略する。）

②対者敬語：丁寧語がこれ・にあたる。（話し手の敬意を直接的に聞き手に対して表わす敬

　語である。）

　本稿では、上記の分類に従ってペルシア語のいわゆる素材敬語を日本語のそれと対照す

ることにより、簡潔に「ペルシア語も目本語型である」ということを実証することを目的と

している。このため、素材敬語として頻繁に扱われる「尊敬語」や「謙譲語」の「特定の動詞や

人称代名詞」のみを提供する。これは、日本語とペルシア語の素材敬語を分類した初めての

試みになると思われる。ただし、両言語における敬語表現の総合的な対照研究は非常に広

範なテーマであり、本研究を土台に様々な視点から取り組むべき今後の課題であると考え

ている。

3現代ペルシア語における先行研究

　ペルシア語の敬語表現を対象とした先行研究は大きく以下の2つに分けられると考えら

れ・る。

　①ペルシア語文法の一部として扱われた敬語表現；本来、敬語表現及び敬語行動は必ず

しも完全に純粋な言語要素ではなく、本質的に社会、文化、言語あるいは心理と親密な関わ

りがあるため、敬語表現を具体的に研究するためには、学問としての社会言語学（sociolin－

guistics）の視点が不可欠である。しかし、社会言語学が一種の学問として設立されたのは、
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1960年（Lab帆William）であり、言語教育・言語政策などに非常に重要な役割を果たしている

にも拘らず、未だ歴史を重ねた学問であるとは言えない。このためか、1960年までのペル

シア藷の敬語表現は常に意味論の観点から（あくまでも文法の一部のみとして）検討されて

おり、敬語表現自体をテーマとした具体的な研究は見かけることがない。

　このグループの先行研究としてIbraheem（1841），　Phillot亡（1919），　Lambton（1953），　Hodge

（1957），Moinfar（1978），　Rosen（1979）などが挙げられる。このグループの先行研究に属する日

本語文献も、わずかながら存在する。例として、黒柳（1975）や加藤（1974）の研究が挙げられ

る。ペルシア語の文法を中心に書かれているこれらの文献のいずれも、ペルシア語の素材

敬語及び敬語表現を文法の一部として扱い、具体的で包括的な敬語研究であるとは言い難

い。

　②社会言語学の観点からなされた先行研究：ζの種の先行研究は非常に限られている。

社会言語学が一つの新しい学問として設立された後（1960以降）、ペルシア語の敬語表現・

敬語行動に関して行われてきた主な研究を年代順に述べると、次のようになる。Bateni

（1975）、Jahangiri（198g）、Beelnan（1986）、Rajabzadeh（1989）、吉枝（2000）の五つである。　Bateni

の研究には、話し相手の社会的な地位、人間関係あるいは発話が行われる雰囲気などといっ

た要素が、人物が発する言語表現やそれに対応した言語行動にいかに影響を及ぼすかが説

明されている。そして、例文を挙げており、人物同士の発話を聞くだけで、人間関係や上下

関係まで推測できると強調する。続いて、「Tafavvoq：（占輿）」（年齢の差、学歴、社会的な地

位などによる権力関係）と「Yeganegl：（」無恥）」（同じ年齢、同じ仕事、恋愛、性格的・趣味的

な共通点による一種の団結）という二つの要素を社会的・心理的なものとして挙げており、

日常会話におけるペルシア語の単数と複数の二入筆代名詞（印欧語族のいわゆるT＆V）の

選択に関して中心的に記述がなされている。最後には、親疎関係、言語表現、言語行動の関

わりについても説明があり、ペルシア語の敬語行動に関して、Bateniの研究は初めての社

会言語学的な研究であると思われる。この種の先行研究の中で、ペルシア語の敬語表現を

より細かく分析．しているのは、Jahangiriである。この研究では、敬語行動・敬語表現が社会

的・文化的な要素として紹介されており、日常会話における使用の重要性に関して検討され

ている。Jahangiriは、権力関係を「Solte　l（仙）power」そして仲間意識を「Hambasteg正：

（L紳）Solidarity」として挙げているが、これはBateniの研究ではTafavvoq（＝Solte：

PQwer）、そしてYeganegl（＝Hambastegl二Solidarity）と関連付けられ、分析されているの

と内容的にほぼ同一であると言えよう⑤。Jahangiriは敬語表現に使用される人称代名詞

や動詞に関しては、詳しい分類を行っているが、狭義の敬語のみを対象とした研究であると

しても、必ずし．も包括的であるとは言えない。ことに、尊敬語や謙譲語で使われる特定の動
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詞の分類では、それに挙げられた動詞の数は十分とは言えない。Jahangiriの研究は、ペル

シア語の敬語表現を狭義の敬語として検討しているのに対して、Beelnan（1986）の研究は、

より多面的で広義の敬語としてペルシア語の敬語行動の背景にある社会構造やイランの文

化的な要素をも視野に入れて行われている。しかし、Beemanは言語学者というよりも人

類学者であるため、イランの伝統的な社会構造、及びイラン文化を研究の中心に据えており、

言語学的なアプローチでペルシア語、中でも敬語表現を対象としたものではなく、社会言語

学的な観点から、イラン人の言語行動及び敬語行動を検討したものと考えられる。換言す

れば、Beemanの検討しようとする話題は主に「人類学」であり、イランの．社会構造やイラン

社会での言語の役割あるいは、イラン社会とぺ．ルシア語との関係をも話題の一つとして設

定している。いずれにせよ、この研究には一長一短があり、様々な批判を受けながらも、イ

ランの文化や社会構造、あるいはイラン人の言語行動を知るために社会学者・言語学者そし

て人類学者の注目を集めており、貴重な研究であることは言うまでもない。また、上述の

Jahangiriの狭義の敬語と比較すればRajabzadeh（1989）の方が広義の敬語を対象としてい

ると言える。Rajabzadehは文化・社会・宗教的な要素を取り入れたダイアローグの例を挙

げながら、ペルシア語の敬語を検討している。

　さらに、現代ペルシア語の敬語行動を社会言語学的な観点から、実態調査に基づいて検討

した最：も新しい研究は、日本語で書かれている吉枝（2000）の研究である。先行研究の不足

にも拘らず、データに基づいた成果を提示した吉枝の研究では、主にイラン人の敬語行動に

焦点を当て検討しており、素材敬語そのものにさほどふれていない。

4　両言語における尊敬表現の言語形式

4，1．両言語における尊敬語の特定の動詞

　日本語とペルシア語には、共通する尊敬表現の特定の動詞が存在する。「行く、来る、食べ．

る、飲む、見る、言う、くれる、する、あげる」などと言った動詞はその一例であるが、それはそ

れらの動詞が昔から日常会話に最も頻繁に用いられてきたからであろう。以下に両言語の

これらの動詞の比較を見てみよう。

　以下の表で、「特定の動詞」を＊で示す。ここでは挙げる日本語の「特定の動詞」のほとん

どが『言語学大辞典』から引用したものである（杉戸1989：1741－50）。ペルシア語の特定の動

詞は上述の先行研究の中から引用したり、筆者自身が挙げたりしている。ちなみに、本章で

は尊敬語、あるいは謙譲語の特定の動詞として挙げるそれぞれの動詞の1詰番は、尊敬度、あ

るいは謙譲度に従って並べているわけではない。あくまで両言語において特定の動詞の存
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在自体とその数を表すのみである。また個々の特定の動詞の意味あるいは文法的機能に関

しては稿を改めて論じる。

表1　尊敬語の特定の動詞

動詞 日本語 ペルシア語

来る arnadan　　　（O・跳ρD ＊いらっしゃる

魔ｨいでになる

魔ｨ越しくださる

魔ｨみえになる

魔ｲ苦労下さる

魔ﾝえる

魔ｨいでくださる

魔ｲ足労くださる

魔ｲ光臨くださる

魔ｲ来臨くださる

＊nozUl－e　ellas／ejlaほarmUdan（国

､に対して）

io｝卵ノJ婆lJgj31σρ～帽Jgジ）

魔唐≠窒≠?窒≠噤@farmUdan／kardan（自

ｪが主人の場合）

iび〆／び鉾，，し5㌧舶）

魔曹≠р≠祉?窒≠獅鰍?@f3rmUdan／kardan

iび〆∫o顔四物らρ護）

魔狽♀�窒撃?@farmaきodan

io諦ゆ壷拶）
魔狽＝?窒撃?@avardan　　　（び2，1・屯癖）

魔高序barraf　farrnαdan／kardan

i自分が主人の場合）

iび〆／o触ノ・ξ遍）

行く raftan　　　　（o絢） ＊いらっしゃる

魔ｨいでになる

魔ｨ越しくださる

＊ta6rlf　bordan　　　　（O｝メ」屯拶）

食べる

�ﾞ
Hう

xordan　　　（Oら炉L）

獅tshldan（　　　る　　ゆひ榊ヂ）

＊召し．hがる

柾繧ｪる

＊nU自一e　jan　farmOdan／kardan

i心。’／00鉾鉾φ辱σ毒ジ）

磨Dmeyl　farlnOdan／kardan

io。∫／ゆ。鉾A垣）

見る d至dan　　　　　（ひや） ＊ご覧になる． ＊molaheze　farmOdan／kardan

iび〆ノ。∋夢。買占ぬ）

言う goftan　　　　（画） ＊おっしゃる ＊farmUdan　　　　　　（oo鉾ノ）

あげる

^える
ｭ．

黷

dadan　　　　　（O亀b） ＊くださる

鮪窒

＊niarhamat　farmUdan／kardan

io畠’／ψ畠ジ直傭」メ）

磨e ?獅≠凾≠煤@farm血dan／kardan

ioo〆1φ畠鉾漣晦“）

魔高盾?≠bb≠煤@farmUdan

io∋9◎調唾）

魔撃盾狽?@farmUdan　　　　（ψδヂ，　しま」封）

魔b≠獅р?@navazi　farmUdan／

汲≠窒р≠氏@．　　（o轟’10畠9◎，65b5　a曲）
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いる bUdan　　（03望）

≠唐狽≠氏@　（卸D

＊いらっしゃる ＊ta菖rlf　da話tan　　　　（ψ舖b　L職ン雌）

知る danestan（び雨b） ＊ご存知である ＊mostahzar　bUdan（Oδg～紳）

磨Destehzar　da話tan（0篇，02し㈱1）

来る／出席

ｷる／出か

ｯる

aエhadan／hazer

�pdan

io晶戸し／6南の

＊おでましになる ＊nozU1－e　ejlas／ejlal　farmUdan

iび鉾，」婆U，｝；1．σ砂～昏IJg）5）

磨@taξ…rlf　farnユaξ｝odan

iひ触り・亀拶）

着る／穿．く pUきldan（　　　ムひ贈翼） ＊お召しになる なし

着替える 1ebas‘avaz

汲≠窒р≠氏

iび’o妙σ・り）

＊お召し替えにな

@る

なし

持つ da話tan　（諦b） なし ＊dar　hozαr　da自tan

iび謝り塵2畠）

魔??р高≠煤@da6tan　（ζ減b歯．昏）

死ぬ／亡く

ﾈる

mordan／fout

汲≠窒р≠氏^dar

X・za6tan（o勇1

ﾑメ踵諺》。1φ昌∫）

＊死去する

抹�艪ｷる（皇室

@関係）

鱒ﾀ去する

哩Bれる／お隠れ
ｽなる（皇室関

W）

＊be　malakUt－e　a‘1a　peyvastan．

i歯知顕⇔《．曳）

魔р≠窒?@fani　ra　veda‘goftan

iζ声ε1｝，㌧♂巳ノ昌）

鮪mehlat　farm血dan　（Oゆ弁幽2）

魔b?@rahmat．e　xoda　raftan

i踵2爆幅飛）

思う fekr　kardan

io。’声）

＊思し召す なし

寝る xabidan（φ鰯1φ） ＊御寝る なし

する kardan　（び∫） ＊なさる

沫Vばす

＊～kardan→～farmUdan（複合

ｮ詞のみ）（び94メ～←ψ｝〆～）

　両言語において以上の特定の動詞以外に、様々な方法で動詞の尊敬語化が行われる。日．

本語の和語動詞（歌う、読む、書くなど）の場合、「オ＋動詞の連用形＋になる」「．オ＋動詞の連

用形＋なさる」「オ＋動詞の連用形＋くださる」、そして漢語動詞（名詞＋する）の場合には

「ゴ＋動詞の連用形になる」「ゴ＋名詞＋なさる」「ゴ動詞＋くださる」といった言語形式も頻

繁に用いられる。さらに、「オ＋動詞の連用形＋遊ばす」、「ゴ＋名詞＋遊ばす」という形式も

ある（杉戸1989：1742）。それとは対照的に、ペルシア語の場合、単数の二人称／三人称代名詞

に対する複数接尾辞のついた動詞が使用される。

　さて、体系的な敬語表現を有する日本語とペルシア語には、動詞の尊敬語化に関してもう
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一つの興味深い共通点がある。一般的に書き言葉で用いられるべき様々な単語や表現を話

し言葉の代わりに使うことが正式な場にはふさわしく、表現そのものの程度が高くなり、あ

る意味で尊敬の意味も若干伝わるのではないかと考えられている。日本語の書き言葉では

漢語が数多く．見られる。例えば動詞の場合、和語の動詞「言う、～に出る」のような話し言葉

の動詞よりも、同じ意味を持つ漢語が入っている「発言する、参加する」のような書き言葉動

詞を以前に述べた形式で、「ご発言になる」「ご参加くださる」と表現した方が尊敬の程度が

高くなる。

　ペルシア語にも同様の現象が見られる。ペルシア語には外来語として入って来たアラビ

．ア語の単語が数多く存在している。こうしたアラビア語外来語は、現代のペルシア語の中

でも特にイラン・イスラム共和国憲法を始め、宗教的な文書、正式な公報、演説、日常会話な

ど、多岐に渡って用いられる。ペルシア語の多くの動詞を「アラビア語名詞＋farmUdan

（び鉾’）」という形式に変更することによって、尊敬表現として扱うこ．とができる。この形

式は公式な場でよく耳にする。このパターンにより頻繁に尊敬表現に形を変化する動詞の

例をいくつかみてみよう。

表2　ペルシア語動詞とアラビア語単語による尊敬表現

動詞 意味 尊敬を表す動詞

azmUdan　　　（φδ鉾jD ．試す emtehan　farmUdan　　　　　　（Oo伊メψ戚1）

fekr　kardan　　（O畠，声） 考える ta‘≠高高盾戟@farmUdan　　　　　　（ψ畠ヂ’J・じ）

neve忌tan　　　　　　（　齢“9ひ砂ジ） 書く marqOm　farmUdan　　　　　　（び9◎，ρ勇メ）

f・hmldan　　（ひ騨） 分かる eltefat／加ayat　farmαdan　　（6）094漣晦壌／0㈹1）

xandan　　　　　　　（0」創95・） 読む qera‘≠煤@farmOdan　　　　　　　　　　　（O昌9◎メ島儀51頚）

　このように、日本語における漢語の役割は、ペルシア語におけるアラビア語外来語の役割

と同様であると言えるのではないだろうか。なぜ両言語において、このような外来語の社

会的レベルが高いかということは、これらの単語が昔から、特に知識人達の間で用いられ、

庶民の間ではそれほど使われることがなかったからであると推測される。

　さらに、ペルシア語において、「名詞＋kardan（O。戸）」という形をしている複合動詞の場

合はrkardan（φ。∫）」の代わりに「farmOdan（O塑，）」を使用すると、尊敬表現に形を変える

のである。このような複合動詞の事例をいくつか見てみよう。

補足すれば、日常会話では以下のグループの複合動詞は、表2に述べたグループの複合動詞

より頻繁に使用される。これは日本語の「～する→～なさる」にあたると考えられる。
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表3rkardan」を用いた複合動詞とその尊敬表現の例

動詞 意味 尊敬を表す複合動詞．

e‘撃≠香@kardan　　　（ψ3〆ρ蜜D 通知・発表する e‘撃≠香@farmUdan　（ψゆメρ～倒）

arnr　kardan　　　　　　　（O愚ン∫メP 命令する amr　farmOdan　　　（び鉾漣メ1）

tavajjo　kardan　　　　　（O昌」∫4㌘g3） 注意する tavajjo　farmUdan　　（ψ094」⇒吟身∫）

90話kardan　　　　　　　（oo∫’σ詣9の 聞く 9U6　farmUdan　　（O。94メ♂9｛）

bavar　kardan　　　　　　（己ρ〆」9』） 信じる bavar　farmUdan　　（o畠伊ん9』）

　このように、「特定の動詞」のところで述べた「farmUdan（び伊漣）」という動詞が、「gof

tan：言う（拶）」の尊敬語だけでなく、「befarmainl（farmUdanの命令形で変化した形）：

どうぞ（o麹束）」や複合動詞の尊敬語化といった場合にもよく用いられ、尊敬表現を表す他

の動詞より比較的に幅広い役割をしている。これに対応するものとして日本語の「いらっ

しゃる」という特定の動詞が挙げられる。「行く、来る、いる」といった尊敬語の特定の動詞

だけではなく、「いらっしゃいませ！」、「いらっしゃい」など、「ようこそ！」の意味を示す場

合にも用いられる。さらに、日本語では「～ている」現在進行形を恭しく表現するのにも「～

ていらっしゃる」という形でも頻繁に使われる。以下にペルシア語の「farmOdan（O。g。鉾）」

と日本語の「いらっしゃる」のいくつかの事例を見てみよう。

＊rfarmUdan（び9◎ノ）」に関するいくつかの例；文

　（1）　‘ozr　mix鍵　　　　　　　　　　　　　　chi　farmUd麺？　（～α妙鉾論ρ1チ袖，議5）

　お詫び致します（単数一人称動詞接尾辞）何（と）おっしゃいました？　（複数二人称動詞

接尾辞）

　　‘申し訳ないですが、何とおっしゃい．ましたか。’

　　役割→（「言う」の尊敬語の特定の動詞）、口語調

（2）　befarmain

　どうぞ（複数二人称動詞接尾辞）

　‘どうぞお座りください。’

　役割→（「どうぞUの意味）、口語調

be忌in工⊆1　　（・融俣5』貞）

座って（複数二人称動詞接尾辞）

（3）　　lotfan

　～ください（Please）

話orポ

開始

b・farma卑（尋喚8メ闘）

なさって（複数二人称動詞接尾辞）
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‘どうぞお始めください。

役割→（複合動詞の尊敬語化／～なさる）

＊「いらっしゃる」に関するいくつかの例文

（1）何時までいらっしゃるんですか。　　　　　　　　　　役割→尊敬語の特定の動詞

（2）いらっしゃいませ！　いらっしゃいませ！　　　　　　　役割→ようこその意味

（3）岡田先生が研究室で試験問題を添削していらっしゃいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役割→現在進行形の尊敬表現

4．2，ペルシア語における代名詞一覧表

　日本語同様、ペルシア語にも様々な人称代名詞が存在しており、場の雰囲気や言語形式に

よって、適宜使い分けられている。これらの入内代名詞は尊敬の念や、親近感、愛情、謙遜、

そして軽蔑、罵倒を表現するために用いられる。個々の人称代名詞の存在も「日本語型」の

指標になるとは前述した通りである。

　まず、日本語の人称代名詞の分類を見てみよう。日本語には、独立した形での複数入称代

名詞が存在しておらず、一般的に複数を示すには「単数人称代名詞＋達：私達、あなた達な

ε」や「単数人称代名詞＋ら：彼らなど」や「単数人称代名詞の繰り返し：我々」と言った形

で使われる。このように日本語の人称代名詞は全般的に以下の三つのグループに分けられ

る。

表4　人称における日本語の人称代名詞

人称

一人称

二人制

三人称

人称代名詞

わたくし、わたし、わっち、あたし、あたい、おれ、おら、おいら、われ、こちら、こっ

ち、こちとら、うち、それがし、手前、手前ども、自分、僕、我輩、拙夫、予、拙者、小生、

不肖．．．

あなた、あんた、こなた、おまえ、てまえ、．てめえ、そなた、そち、そのかた、なんじ、

きみ、おぬし、おのれ、貴兄、貴女、貴君、貴下、貴公、貴殿、貴様．．

かれ1かの女、あれ、あいつ、あのかた、あちら、そいつ、やつ、こいつ、そやつ、御

仁．，．

　また、以上に挙げた日本語の人称代名詞の分類に関しては、「和語人称代名詞：わたし、お

れ、きみなど」「漢語人称代名詞：我輩、拙者、小生など」「指示代名詞に関係ある人称代名

詞：こちら、そなた、かの女など」というような分類もある。

言語社会第2号　　（13）446



　一方、ペルシア語にも人称代名詞が数多く存在している。ペルシア語の人称代名詞は、単

数と複数からなっている。これらの入称代名詞の分類を表5に示した後尊敬の意を表す

人称代名詞の意味を表6により詳しく記す。

表5ペルシア語の様々な人称代名詞（6）

人称

人
称
代
名

詞

入
門
代
名

詞

人
称
代
名

詞

単数人称代名詞

man（び），bande（。曲），inlaneb（g噛1），haΦr

（癖），do‘agU（ダヒ｝），　fadavl（6g．垣），moxles

（σ幽），6aker（∫悔），　qolam（ρ猶），jannesar

（メ邸畿），qolame　x舳ezad（｝bの1ムρ獲），aqall－e

‘ebad（畠』β」到），karnlne（噸），　eradatrnand

（．麟り）

to（ダ：君；お前），帥ma（婦），jenab」a1エ（’』讐幣），

sarkar　‘ali（6」ヒ，rン曽），sarkar（，ピ♪り），　hazrat－e

‘a11（’』3メゆ），hazrat－e　ajall（」争1●沖），　hazrat－e

aきraf（・遍l　g沖），badbaxt（幽鞭）「軽蔑的な呼

び方」，b16are（。メ鯉）「軽蔑的な呼び方」，　mardeke

（碗〆6｝戸＝あいつ；このやろう），mardak

（」∫，メ：あいつ；このやろう）など

U（，1），vey（63）Jn（αD「最もくだけた呼び方で、

その場にいる人物に対して」，i6an（oL細），1甑n

（φg碗1），hazrat－e　ajall（」ξ．1⇔2幽」），　hazrat－e　aきraf

（凶メb沖），　Un（ψ3D「最：も砕けた呼び方で、その

場にいない人物に対して」，‘olya　hazrat

（oメh』ヒ），Ino‘azzamQllah（4r幽），　a‘la　hazrat

（o疹期），xodabiyamorz（」メリ」昏），marham

（ρ9》メ），marhUme（触｝メ），　te且i／te且ak

（6勘／」拶），yaru（9」』：奴）mardeke（郵昌メノ6，メ），

mardak（5δア）など

複数入称代名詞

ma（b），　ma　bandegan

（ψ『L糎』），ma　do‘agUyan

（O』’ヒ。』），maha（』』），

inj…血eb血（騨騨），　ma

eradatmandan（ψL忍声リb）

忌oma（婦），「帥ma＋複数名

詞」例誘oma　aqayan

（ψセ薗扁），きoma　dane忌jUyan

（O』艸b扁），菖・mガaziz…血

（O壌♪5婦）など

a‘ Pa　hazrateyn（ψ夢ンあ露D，

anha（》D，αnha（》gD，Una

（じgl）「最も砕けた呼び方」，　i詣n

（θL融1），1きUn（O勲D

以上の人称代名詞の中から、尊敬語として用いられるものは大きく以下の二つに分けるこ

とができる。
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4．3．尊敬の意を表すペルシア語の二人称・三人称代名詞

表6　尊敬の意を表すペルシア語の二人称・三人称代名詞

人称

人．

称
代
名

詞

人
称
代
名

詞

尊敬を表現する単数人称代名詞

hazraちe　ajall／hazrat－e　a討af（、姻。メゆ簡メ｝l　o声）「国王1こ対して、陛下」，　hazraレe

‘all（」』3戸：貴殿），sarkar‘all（∂ヒ運”：閣下），sarkar（運”：貴方；貴殿）「正式

な場。軍隊にも頻繁に用いられる」，jenab‘all（」～賢嬰：そちら；貴方），帥ma（婦）

「複数二入称代名詞」，a‘la　hazrateyn（げ戸～しD「両陛下」，　a‘la　hazrat（o声施D

「陛下（男性形）」，blya　hazrat（oメ啄』ヒ）「陛下（女性形）」

hazraひe　alall／hazrat－e　a獣af（」争bメh／L三メ｝b沖）「国王に対して⊥a‘la　hazrat

（o癖露D．「陛下（男性形）」，‘olya　hazrat（曲癖』ヒ）「陛下（女性形）」，　mo

‘azzamollah（4ρ恥）「高位の身分がある聖職者に対して．」，　xoda　biyamorz

（，メリ議）「死亡した人への言及（口語的！」，marhαm（ρ鈴メ）「死亡した人への尊称．

本来男性形だが、性別と関係なし用いられる」，marhαme（繭幹メ）「死亡した入への

尊称（女性形）」（7），1§an／1甑n（O擁1〆OL碗1）「複数三入称代名詞」，　a‘1a　hazrateyn

（歯メゆ贈）「両陛下」

　ペルシア語においては、二入称・三人称の単数人称代名詞に尊敬の意を表したい場合、

複数人称代名詞や複数動詞接尾辞を使用するという方法もある。これは、以上に述べた特

定の人称代名詞よりは、尊敬レベルが比較的にニュートラルであり、使用頻度が高い。（こ

の方式で敬語の意を表す、ドイツ語、ロシア語を含む多くの琴ラブ系諸言語、フランス語な

ども同様であり、印欧語族的な特徴であるといえる。）

　以上、ペルシア語においても、いかに日本語と同様、数多くの人称代名詞が存在している

かを記述した。さらに、素材敬語として扱われているが、尊敬の意を表す場合に用いられる

人称代名詞もみてきた。無論、上述の人称代名詞の実際の使用は、個々の人称代名詞や様々

な状況によるが、それに関してはまた別の機会で述べたい。

　さて、「両言語における尊敬表現の特定の動詞や人称代名詞」と並び、以下に「両言語にお

ける謙譲表現の特定の動詞や人称代名詞」を見てみよう。
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5両言諏おける謙譲悔言醐
・1．両語・お1与る譲語の特定あ動詞（墨柄表で【よ「特定の動詞」を・で示す．）

　　　　　　　　　　　　　　　表7　謙譲語の特定の動詞

動詞 日本語 ぺ．ルシア語

来る amadan　　　　　（δ南D ＊伺う

鮪Qる

鮪Q上する

魔ﾜ．かる

＊xedmate～rasidar1

io卿2伽」ゆ）

磨o…arafyab善odan（己9．繍｝』きメ）

魔b?@hozUr－e～話arafyab　60dan

io・繍｝』騨っ艸槻）

魔b?@dastbUs　arnadan

iψ諭σρ卿。槻）

行く raftan　　　　（画） ＊伺う

鮪Qる

鮪Q上する

魔ﾜかる

＊xedmat－e～raftan

i画＿噛。轟）

麻Gno忌arraξきodan（o・扁凶声）

魔b?@dastbUs　raftan

i画し戸卿。曳）

飲む

Hう

痰､

モ｢受ける

xordan　　　　　　　（び’3♪）

獅tshidan　　　　　（　　　ゐ　　ゆ｛ン榊伊）

№?窒??狽≠氏@　　　　　　（ζ鉾」5「）

＊いただく

亦ｸ戴する

なし（8）

見る

?､

dldan　　　　　　　　　　（0・絃昌） ＊．拝見する

又q謁する

＊zyarat　kardan（「会う」の謙．譲語）（φ｝’O」蔓」）

言う ．goftan　　　　　　　　　（G拶） 串申す

鱒¥し上げる

＊xedmate～goftan

i皿山議）
磨@‘arz　kardan（び’σら5）

魔??р高≠煤|e～‘arz　kardan

iび〆♂チ…歯」ふ）

魔b?@‘arz　resandan

iひ菖協σム戸曳）

あげる

^える

dadan　　　　　　　　　　（oob） ＊差し上げる ＊taqdim≧ardan（ζρ’醒講）

魔??р高≠煤|e～taqdim　kardan

iψo〆戯訪…歯幽）

いる bUdan　　　　　　　　　（oo3｛）

≠唐狽≠氏@　　　　　　　　　（G勲1）

＊おる ＊dar　xedmat　bUdan

io聖G勘・越」δ）
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知る／思う danestan　　　　　　（ψ届b） ＊存じ上げる なし

もらう

�ｯる

gereftan　　　　　　　（爵25「） ＊いただく

亦ｸ戴する

なし

聞く

�ｫ受ける．

忌enldan　　　　　　　（O遍） ＊承る なし

する kardan　　　　　　　　．（くρ戸）

≠獅鰍≠香@dadan（φ｝1畠．ρ園）

＊致す なし

帰る bargaきtan　　　　　（ψ庸メ） ＊参る

魔ﾜかる

＊moraxxas§odar1（9）

io・㎞σ齢戸）

魔≠噤@xedmat　moraxxasきodan

iひ扇σ乱酒繭・雌，1）

　興味深いことに、前述の表1、表4、表5、表6、表7に目を通しても分かるが、両言語に尊敬

を表す特定の動詞の数の方が、謙譲を表すそれの数より多い。このように、両言語の日常会

話においても、尊敬語の方が謙譲語より用いられるという興味深い共通点がみうけられる。

また、上述の「謙譲語の特定の動詞」に関して、日本語の方がペルシア語より多く有する。日

本文化で非常に重要とされる「謙遜・控え目であること」が時代の流れに従って、これらの

「特定の動詞」が創造されたと考えられる。

5．2．謙譲の意を表すペルシア語の人称代名詞

表8　謙譲の意を表すペルシア語の一入称代名詞

人称

人．

称
代
名

詞

単数人称代名詞

bande　G痢：わたくし；小生；下僕），　injaneb（」♂喚．．1：

4・生；私儀；こちら），haqlr（癖：小生；卑しい），

do‘agU（ダヒ｝＝小生；下僕），　fadavl（6g詫犠牲者；小

．生），moxles（レ戯。：小生），6aker（〆㌣：召使；下僕），

qola血（8露：奴隷；召使），　jannesar（，悌辱：犠牲者；

下僕），qolam－e　xanezad（。lj邸じρ顕：召使；生まれ

つきの奴隷），aqalレe‘ebad（。』ρLPI：最ノ1・限の者；奴

隷；下僕），kamlne（硬：小生；最：小限），

eradatmand（漏畠1，1：小生；わたくし）

複数入称代名詞

ma　bandegan（Oピ痢』：奴

隷の我々；小生達），ma　do

ゑgUy加（・糊し。』：我々

小生；下僕達），injaneb加

（0』；賊1：わたくし達），ma

eradat皿andan（ol」漏昌121し，：

小生達；わたくし達）

　以上いわゆる「日本語型の敬語」の指標となるペルシア語の素材敬語、尊敬表現・謙譲表現

に扱われる「特定の動詞」「様々な人称代名詞」を簡潔に表にまとめた。これ以外に、前述の

ようにペルシア語には丁寧語も存在する。しかし、体系的な敬語の存在という観点からみ
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て、ペル．シア語も「日本語型」に属するということを証明するためには、以上ゐ事例で十分で

あると考えられる。

おわりに

　本稿では、日本語の素材敬語をベースにペルシア語のそれを分類した。両言語において、

素材敬語をこのように比較対照するのは初めての試みであると思われる。ただし、紙面の

都合によりペルシア語の個々の特定の動詞などに関する意味・文法的機能の実例を省略せ

ざるを得なかった。本論を土台にそれらの詳細については別の機会に分析することとする。

　さて、日本語同様、敬意及び謙遜を表現するこれらの動詞、人称代名詞は、いかに言語行動

あるいは言語表現に表明されるのかはまた非常に広範なテーマであり、社会言語学・言語社

会学・心理言語学など様々な観点から検討されるべき課題であろう。つまり、これらの素材

敬語はまた文化・社会・心理と密接な関わりがあり、その現れ様がこれらの「素材敬語」の微

妙な用い方を有する言語が使用される社会・文化冷どに影響を受け、左右される。．

　上述の観点から、日本語同様に、豊富なペルシア語のこれらの素材敬語はいかに対話など

に使用されるのかを早急に検討されるべき課題のひとつであると考えられる。あるいは、

ペルシア語の敬語表現を日本語など他の言語のぞμと比較対照にすることもいろいろな意

味で非常に有意義なテーマであると思われる。

註

（1）イランに布ける目本語教育は、1994年にテヘラン大学外国語学部に日本語学科が設置さ

　　れたことにより本格的に始まった。よってまだ歴史が浅く、日本語講師も未だに国際交

　　流基金からの派遣に頼っているというのが現状である。

（2）前述したように欧米諸言語には、日本語と似た体系的な敬語表現がほとんど存在してい

　　ないと言われる。ただし、これらの恐らく全ての言語では、話し手への配慮を表現するた

　　めに、呼称および単数馬入称代名詞と複数二人称代名詞、いわゆる「T＆V」の選択が行わ

　　れう。欧米諸言語の敬語表現を扱う様々な研究のなかで最も全体像をとらえているもの

　　として、ブラウンとレビンソンのポライトネス理論（Brown＆Levinson’s　Politeness

　　Theory）が挙げられる。

坐1（18）　ペルシア語における敬語表現



（3）本稿ではく人名のローマ字表記を参考文献に従い、筆者が記すペルシア語の長母音をra、i、．

　　u」、声門破裂音の［？］を「‘」、口蓋垂音の［q］をrq」、後部歯茎摩擦音の［∫］を「き」、後部歯茎摩

　　擦音の［3］を「刎、軟口蓋摩擦音の［X］を「x」そして硬口蓋破裂音の［C］を「6」で示す。

（4）事実、岡田恵美子（1987）「ペルシア語の敬語表現」『月刊言語』8：64－5．に、一枚のみにまと

　　められた文章では「十世紀前後に形成された現代ペルシア語はきわめて敬語の発達した

　　言葉といえる。尊敬語、謙譲語、丁寧語を巧みにとりまぜて儀礼表現（又は外交辞令）がで

　　きるかどうかは教養の尺度となっている。敬語は時代や地方によって勿論、口語体．と文

　　章体、男性語と女性語でも微妙に違っている」という指摘があるが、細かいことに一切ふ

　　れていない。

（5）本来、JahangiriとBateniが挙げているSolteあるいはTafavvogh（権力関係：Power）や．

　　HambasteglあるいはYeganegl（仲間意識）という要素は、Brown，　Roger＆Gilman，

　　A．（1960）The　Pronouns　of　Power　and　Solidarity，　In　l　Sebeok，　T．（ed、），Style　in　Language．

　　M工丁．press，　pp．253－276．の研究から顕著な影響を受けているとみられる。この研究は

　　ヨーロッパ系言語の人称代名．詞を主にテーマとしており、話者と聞き手との権力関係や

　　仲間意識（Power　and　Solidarity）を検討し、分析を行っている。インド・ヨーロッパ語族

　　に属するペルシア語の単数と複数二人目代名詞の使い分けや分析に関しては上述の研究

　　と共通点が多くみられるが、敬語表現全体の体系（謙譲や尊敬を示す特定の動詞など）そ

　　して敬語使用の原因となる社会的・文化的な要素を考える際に、ペルシア語はヨーロッパ

　　諸言語に似ているというよりも東南アジア（日本語、朝鮮語など）の方に似ているといら

　　ても過言ではないと考えられる。このため、同じ言語グループに属しているといえども、

　　ペルシア語の敬語体系をヨーロッパ諸言語のそれと同じアプローチで検討するのが不可

　　能であると考えられる。

（6）本論文では、ペルシア語の代名詞は、全部代名詞による呼び方（pronouns　of　address）では

　　なく、形容詞による呼び方（adlective　of　address）なども含められている。「mardak

　　（・∫。メ），chaker（江田）」などカ§その例である。なお特に「罵倒表現」では射れらのadjective

　　of　address以外にまた数多く存在する。日本語による意味は表6・表8を参照のこと。

（7）本来、現代ペルシア語の文法には、女性形、男性形、あるいは中性形は存在していないが、

　　セム語族のアラビア語からの外来語は若干ではあるが単語レベルで、使用されている。

　　他の例としては、「恋人→（男）ma‘帥q（δ艸），（女）ma‘§Uqe（適艸）∫死んだ入への尊称

　　→（男）m軍h。血（P押）・（即marh。m・（鱒メ）」「ダンサー→（男）raqqa・（画）・（女）・aqqase

　　（塩ρ峰，）」などが挙げられる。．無論、これらの語彙は女性形で貼れ、男性形であれ、アラビ

　　ァ語と全く異なる文法構造を有するペルシア語の動詞の活用に何の影響も．与えない。

（8）ペルシア語では、「飲む、食う」の場合には、sarf　kardan／§Qdan（ψ諦1び〆．9押）という動詞

　　が頻繁に用いられるが、これらは上下関係のニュアンスが入っていないため、謙譲語とい
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　　うよりも丁寧語だと考えられる。

（9）この特定の動詞は、目上の話し相手、あるいは話題になっている目上の人物のとこ． ､から

　　帰る場合のみに用いられる。
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